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論文　内　容　の　要　旨

　目的

　熱傷ショックの主因が，hypovolemiaにあり，迅速

な初期大量輸液が一般化され，腎不全発生予防に多大

な効果を上げている．しかし，その輸液が直接，腎の

血行動態にどのような変化をもたらしているか，また

輸液量を増やせば腎血流量も増えるのか，未だ不明で

ある．

　本論文は，臨床にも応用可能と思われるWebster社

製腎静脈血流測定用カテーテルを用い，まずモデル回

路実験により，その信頼性を確立し，更に，30％III度

熱傷犬にて腎静脈血流量を測定し，これと心i押出量，

尿量，等との関係について考察することを目的とした

ものである．

　モデル回路実験

　1）実験方法

　37℃の温水循環モデル回路にて100，300，500ml／min

と流量を各々変化させ，又チューブの内径も3．5，5．0，

11．Ommと変えて，流量測定を行った．

　2）実験結果

　流：量測定値をX，実測値をYとすると，内径3．5mm

にて，回帰直線式Y＝0．93X－150，　r＝0．93，　p＜0．001，

内径5．Ommにて，　Y＝0．63X－23．2，　r＝0．99，　p＜

0．001，内径11．Ommにて，　Y＝0．80X－3．33，　F　O．98，

p＜0．001，が成立し，いずれの内径にても流量測定値

と実測値との間に高い相関性が認められた．

　動物実験

　1）実験対象及び方法

　10～15kgの雑種雌成犬15頭を用い，麻酔下にて，背

部30％HI度熱傷を作製し実験対象とした．これらを輸

液量の差により無輸液群5頭（1群），Baxter法輸液

（Parkland法）群5頭（II群），　Baxter法の2倍量輸

液群5頭（III群）の3群に分け，熱傷後より24時間ま

で腎静脈血流量を測定し，この間の血圧，心拍数，心

拍出量，肺動脈圧，肺動脈喫入圧，中心静脈圧，時間

排尿量を測定した．

　2）実験結果

　1群では，心拍出量，肺動脈圧，肺動脈喫入圧，中

心静脈圧，時間尿量とも有意な減少を示した．心拍出

量は3群とも有意な減少を示した．腎静脈血流量は輸

液の増量と共に増加しIII群では，熱傷前門と有意な差

は認められなかった．

　考察

　熱傷ショックに対する輸液効果について循環動態と

腎静脈血流量の変化の点より検討した結果，熱傷

ショック時の腎血流量は，輸液により増加すること，

心拍出量や尿量とは違った変動を示すことがわかっ

た．また熱傷ショック時には，腎静脈血流量／心拍出量

が増加することが見出された．さらに熱傷ショック時

には，腎血流量を維持しようとする何等かの機序が作

用していることが強く示唆された．

　結語

　臨床上，重症熱傷患者の初期治療において，最低輸

液量で尿量を確保でぎれぽ理想的である．しかしなが

ら，現在その最低輸液量を決定する手段に乏しく，臨

床の場においても腎血流量測定の意義は，大きいもの

と思われた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本論文は，30％III度熱傷犬にて腎静脈血流量を測定し，熱傷後の腎静脈血流量の変化と輸液効果および心拍

出量，尿量などの関係をはじめて明らかにしたものである，

　その結果，熱傷ショック時の腎血流量は，輸液により増加すること，心拍出量や尿量とは違った変動を示す

ことを認め，また，熱傷ショックにおいても心拍出量に対する腎血流量の比率は，恒常性維持のため増加する

ことを示したもので医学上価値ある論文と認める．
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